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大阪医科薬科大学病院 眼 科

病名（手術名） 入院・外来 概算3割負担

水晶体再建術（片眼）
眼内レンズ挿入

外来
日帰り手術

40,500円
多焦点レンズ挿入の場合はレンズ料金
（約130,000～250,000円）が加算されます。

入院 1泊2日
両眼手術をご希望の場合は、片眼手術・退院後2週

間あけて再度入院していただき、反対眼の手術を行
います。

70,000円
多焦点レンズ挿入の場合はレンズ料金
（約130,000～250,000円）が加算されます。

水晶体再建術（両眼）
眼内レンズ挿入

入院 3泊4日あるいは4泊5日
１回の入院で両眼手術を行います。

150,000円
多焦点レンズ挿入の場合はレンズ料金
（約130,000～250,000円）が加算されます。

ご紹介時のお願い

初診予約 医療連携室に「FAX紹介申込書」をFAXしてください。

再診予約 平日14：00～16：00に072-683-1221（代表）より診療予約コーナーにお電話ください。
医療連携室の「FAX紹介申込書」でお取りすることもできます。

白内障手術の概算料金一覧表

医療連携室ご利用のご案内

FAX紹介申込書受付時間 FAX紹介申込書送信先

平日／８：３０～２０：００ 土曜日／８：３０～１２：００ FAX．０７２-６８４-６３３９

※第２・第４土曜日は休診です。※ＦＡＸ受付は２４時間可能（休診時も含む）。

但し受付時間以外の受信については翌診療日以降の対応となります。

大阪医科薬科大学病院 広域医療連携センター 医療連携室

※当院専用のFAX紹介申込書及び封筒をご用意しております。
ご利用の場合は、電話又はFAXにてご請求ください。

TEL．０７２-６８４-６３３８（代表）

白内障手術の概要

加齢黄斑変性や難治性中心性漿液性脈絡網膜症に対する

光線力学療法（PDT）

・負担金額は治療内容や加入保険により変動します。

・入院日数は個々の症例により変更もございます。担当医にお尋ねください。

・２０２１年８月から新しく、光線力学療法(PDT)の器械、

VitraPDTレーザーを導入しております。

reduced-fluence PDTも可能です。

・抗VEGF薬硝子体注射が奏効しない加齢黄斑変性や慢性

中心性漿液性脈絡網膜症(慢性CSC)など、お困りの症例

がございましたら対応いたしますのでご紹介ください。

・本治療（PDT）は、現在、加齢黄斑変性のみ保険収載され

ております。若年の難治性CSCにつきましては倫理委員会

に申請済みで、当院では自費診療PDTが可能です。

両眼の強度近視のある白内障の患者さんは、1回の入院で両眼手術を行うことで反対眼の白内障手術
までの不同視の期間を短縮することができます。

患者さん一人一人に合わせた白内障手術を行っています
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